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六
月
末
の
人
口
世
帯
数

世
帯
三
、
○
七
三
戸

男
三
、
四
六
一
人

女
三
、
九
七
一
人

人
口
七
、
四
三
二
人

平
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｢お互いに考えてみませんか。

私たちのできることをす1流で鋤Ⅱしてみませんか。

地域や町のいろんな行事に」
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騨開蕊慧藤 蓑
11

五
月
二
十
四
日
、
農
工
セ
ン
タ

ー
に
て
、
区
長
総
会
（
会
長
小

笠
原
四
郎
氏
）
が
開
か
れ
、
永
年

区
長
と
し
て
、
地
域
の
自
治
に
功

績
の
あ
っ
た
方
、
町
政
進
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
々
に
、
渡
辺
町
長
よ

り
表
彰
状
が
、
ま
た
区
長
協
議
会

役
員
と
し
て
、
永
年
勤
め
ら
れ
た

渡
辺
宣
彦
氏
に
区
長
協
議
会
長
よ

り
感
謝
状
が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
本
年
度
の
区
長
会

活
動
方
針
や
町
の
行
政
報
告
・
四

月
の
移
動
に
伴
う
町
幹
部
職
員
の

一

紹
介
・
質
疑
応
答
な
ど
が
行
わ
れ

盛
会
の
内
に
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

◎
町
長
表
彰
状
受
賞
者

渡
辺
宣
彦
川
井
区
長

小
笠
原
四
郎
東
寺
内
区
長

佐
竹
屍
大
王
上
区
長

秋
山
宗
時
葛
原
区
長

朝
比
充
興
志
中
央
区
長

◎
区
長
協
議
会
長
感
謝
状

渡
辺
宣
彦
川
井
区
長

◎
各
地
区
の
区
長
さ
ん
の
紹
介

戸
手
野
区
長
杉
本
達
志

本
村
区
長
丁
野
需
麿

峰
区
長
杉
本
潤
二
郎

馬
瀬
区
長
萩
野
直
治

久
寿
軒
区
長
西
村
利
武

北
川
一
区
長
西
岡
丈

北
川
二
区
長
小
笠
原
仁

枯
谷
区
長
藤
川
達
於

杉
区
長
栗
井
隆
章

小
川
区
長
山
崎
計
幸

津
家
区
長
豊
永
千
里

高
須
区
長
木
村
秀
夫

日
浦
区
長
桑
名
藤
義

大
王
上
区
長
佐
竹
屍

大
王
下
区
長
稲
田
穂
積

葛
原
区
長
秋
山
宗
時

川
口
南
区
長
前
田
邦
明

桧
生
区
長
森
下
孝
拓

式
岩
区
長
森
山
正
寛

穴
内
１
１
区
長
佐
々
木
国
輝

穴
内
１
２
区
長
秋
山
徳
郎

穴
内
二
区
長
都
築
一
幸

穴
内
三
区
長
別
役
富
道

和
田
区
長
原
儀
忠

目
付
区
長
岡
政
利

磯
谷
区
長
吉
村
崇
子

尾
生
区
長
森
下
英
帆

谷
区
長
山
中
正
清

川
ロ
区
長
徳
弘
秀
綱

一
ノ
瀬
区
長
川
井
茂
一

三
谷
区
長
吉
川
重
幸

中
央
区
長
朝
比
充
興
志

刈
屋
区
長
吉
川
宗
正

中
和
区
長
石
川
靖
朗

仁
尾
ケ
内
区
長
永
野
俊
夫

西
土
居
区
長
上
池
豊
水

佐
賀
山
区
長
松
高
宗
男

上
東
区
長
三
村
利
重

中
屋
区
長
都
築
保
喜

黒
石
区
長
三
谷
水
利

東
庵
谷
区
長
西
谷
育
夫

西
庵
谷
区
長
三
谷
信
夫

船
戸
区
長
都
築
将
隆

大
田
口
区
長
西
川
禎
一

石
堂
区
長
西
村
孝
司

西
梶
ケ
内
区
長
桑
名
賀
博

奥
大
田
区
長
吉
川
茂
行

西
寺
内
区
長
小
笠
原
清
澄

東
寺
内
区
長
小
笠
原
四
郎

安
野
々
区
長
都
築
義
彦

東
梶
ケ
内
区
長
小
笠
原
正
春

西
久
保
区
長
今
井
俊
彦

一

川
戸
区
長

連
火
区
長

下
桃
原
区
長

上
桃
原
区
長

永
洲
区
長

柳
野
区
長

大
砂
子
区
長

大
久
保
区
長

東
土
居
区
長

八
川
区
長

筏
木
区
長

西
峰
三
谷
区
長

岩
原
区
長

大
平
区
長

大
滝
区
長

落
合
区
長

川
井
区
長

高
原
区
長

中
内
区
長

野
々
屋
区
長

土
居
区
長

久
生
野
区
長

大
畑
井
区
長

沖
区
長

蔭
区
長

柚
木
区
長

三
津
子
野
区
長

怒
田
区
長

南
大
王
区
長

八
畝
区
長

立
野
区
長

西
川
区
長

栗
生
区
長

小
笠
原
未
年

上
村
延
雄

上
村
寿
永

上
村
常
広

北
村
彦
実

三
谷
信
仁

中
西
哲
司

都
築
茂

堤
信
雄

畑
山
茂
弘

寛
昌
幸

小
笠
原
隆
一

三
谷
重
臣

都
築
国
夫

小
松
俊
才

桑
名
功

上
村
雄
一

門
田
亀
義

平
石
秋
了

永
森
幸
一
郎

大
田
啓
男

笹
岡
寛

笹
岡
計
賓

高
木
正
男

笹
岡
行
雄

前
田
久
美
子

上
村
周
一
郎

三
谷
憲

豊
永
豊

小
笠
原
孝
雄

山
崎
東

都
築
武
志

小
笠
原
昭
八
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－苦節40年峰越林道開通一

こ
の
ほ
ど
峰
越
連
絡
林
道
十
九

キ
ロ
の
工
区
が
完
成
。
大
豊
町
落

合
か
ら
香
北
町
谷
相
を
結
ぶ
「
谷

相
線
」
が
、
着
手
か
ら
四
十
年
ぶ

り
に
開
通
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
、
香
北
町
日
ノ

御
子
か
ら
谷
相
に
か
け
連
絡
林
道

と
し
て
着
手
、
平
成
元
年
度
に
完

一
Ｊ

大豊町川又起点

成
。
続
い
て
県
が
「
峰
越
連
絡
林
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
開
設
事
業
」
と
し
て
、
国
有
林
な
お
、
落
合
か
ら
有
沢
峠
を
越

道
ま
で
の
六
千
百
九
十
三
メ
ー
ト
え
美
良
布
ま
で
の
道
程
は
、
標
高

ル
に
着
手
、
平
成
六
年
三
月
に
完
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
・
距
離
約
三

成
し
た
も
の
で
、
去
る
、
五
月
三
十
キ
ロ
で
、
ア
ケ
ボ
ノ
ッ
ッ
ジ
や

十
日
、
峰
越
連
絡
林
道
中
間
の
広
紅
葉
樹
な
ど
が
見
ら
れ
、
秋
の
紅

場
に
、
県
の
林
務
局
長
や
野
島
香
葉
の
季
節
に
は
、
絶
好
の
穴
場
で

北
町
長
・
渡
辺
大
豊
町
長
・
工
事
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
道
は

関
係
者
ら
百
人
余
り
が
集
い
、
完
舗
装
さ
れ
て
な
い
所
や
急
な
カ
ー

成
の
神
事
等
が
行
わ
れ
た
後
、
場
ブ
も
多
く
「
乗
用
車
で
は
？
」
準

所
を
美
良
布
の
「
ピ
ス
フ
ル
セ
レ
備
万
端
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
お

ネ
」
に
移
し
、
記
念
の
祝
賀
会
が
出
か
け
下
さ
い
。

要
９
〆
泰
§
蕊
§
蕊
§
票
§
筆
§
策
＆
彦
峯
§
雲
§
素
§
讃
§
姿
§
蕊
§
蕊
§
蕊
§
顎
，
蜜

_一一一k旨＝＝
－
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『大郷銀J完砿一脚銅配遮
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〆

馬

「
大
杉
の
苑
」
一
周
年
記
念

腿
「
日
本
一
の
大
杉
と
美
空
ひ
ば

り
さ
ん
」
の
縁
（
え
に
し
）
を
永

久
に
と
、
昨
年
の
五
月
、
大
杉
の

も
と
に
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
遺
影

碑
と
歌
碑
が
完
成
し
、
ひ
ば
り
フ

ァ
ン
や
関
係
者
ら
が
集
い
盛
大
に

記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

あ
れ
か
ら
は
や
一
年
、
六
月
十
二

日
、
そ
の
完
成
一
周
年
を
記
念

し
、
大
豊
町
観
光
協
会
（
会
長
・

秋
山
司
）
の
主
催
で
多
彩
な
記

念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

E〕

i

当
日
は
、
低
気
圧
の
接
近
で
あ

い
に
く
の
天
候
、
そ
れ
で
も
東
京

や
大
阪
な
ど
か
ら
、
ひ
ば
り
フ
ァ

ン
三
百
人
余
り
が
集
い
「
国
民
栄

誉
賞
」
に
輝
い
た
昭
和
の
偉
大
な

歌
手
「
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
」
を
偲

び
、
献
花
を
捧
げ
冥
福
を
祈
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
歌
マ
ネ
・
も

の
マ
ネ
大
会
や
大
豊
産
品
の
販
売

や
立
川
そ
ば
等
の
出
店
も
で
て
終

日
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 ；

！… 》 9

過
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国
道
三
十
二
号
ぞ
い
の
大
豊
町

杉
「
日
本
一
の
大
ス
ギ
」
上
り

口
・
大
杉
観
光
セ
ン
タ
ー
の
前

に
、
建
設
省
が
、
総
工
事
費
一
億

七
千
万
円
を
投
じ
て
、
建
設
中
で

あ
っ
た
「
道
の
駅
・
大
杉
」
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
。

そ
の
開
業
式
典
が
、
七
月
二
十

日
、
建
設
省
土
佐
国
道
工
事
事
務

所
の
主
催
で
、
四
国
地
方
建
設
局

朝
倉
道
路
部
長
ら
関
係
者
六
十
名

丘
、
い
″
電
腺
歴
珂
皿
ｒ
、
肥鍵
景
慧余

り
が
出
席
し
、
案
内
板
の
除
幕

式
や
出
席
者
全
員
に
よ
る
記
念
花

植
な
ど
の
完
成
記
念
行
事
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
道
の
駅
」
は
、
建
設
省

が
、
高
知
県
内
の
国
道
で
第
一
号

に
指
定
登
録
し
た
も
の
で
、
道
路

情
報
や
案
内
板
・
ト
イ
レ
・
休
憩

所
・
花
壇
・
駐
車
場
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
国
道
三
十
二
号
を

通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
・
観
光
客

１
．
一

〆

道路'情報案内板

に
喜
ば
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
初
代
「
道
の
駅
」
駅
長

▼
道
路
を
ま
も
る
月
間
・
道
の
日
（
八
月
十
日
）

こ
の
子
ら
に

誇
れ
る
道
と
よ
い
ユ
ナ
ー

に
渡
辺
盛
男
大
豊
町
長
が
任
命
さ
り
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

れ
、
先
般
、
建
設
省
道
路
局
長
よ

一

参加者等による花植

－4－
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ゆとりすとｶﾝﾄﾘー ‘渚おとよ”
PARTI

暮らすすべての人々が、ゆとり〃を実感

訪れるすべての人々がﾞゆとり〃を体験

そんなすばらしい町を実現しよう

鎌核集落工

●準核集落

リア

リア

《
４

永
永
口
杉
坪

豊
田

東
豊
大
大
天

○
懲
響
●
患

！
1

企画振興室）

「
地
域
区
分
」

本
町
の
将
来
の
姿
を
そ
の
機
能

か
ら
人
の
居
住
す
る
地
域
を
「
核

集
落
エ
リ
ア
」
「
準
核
集
落
エ
リ

ア
」
「
衛
星
集
落
エ
リ
ア
」
、
そ
の

周
囲
を
取
り
巻
く
非
居
住
地
域
を

「
森
林
エ
リ
ア
」
に
区
分
す
る
。

「
核
集
落
エ
リ
ア
」

大
豊
Ｉ
Ｃ
を
若
者
の
ダ
ム
と
す

る
た
め
、
高
速
交
通
網
の
有
利
性

を
最
大
限
に
活
用
し
、
都
市
的
機

能
を
集
積
し
た
エ
リ
ア
と
す
る
．

こ
こ
は
、
町
内
企
業
あ
る
い
は

農
林
業
法
人
、
福
祉
法
人
等
に
勤

務
す
る
者
、
高
知
市
あ
る
い
は
瀬

戸
内
地
域
を
中
心
と
す
る
経
済
圏

へ
の
通
勤
者
等
、
若
者
を
中
心
と

す
る
人
々
が
生
活
す
る
空
間
と
す

る
。

こ
の
た
め
、
若
者
向
け
の
住
宅

の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
生

活
環
境
面
に
お
い
て
自
然
に
恵
ま

れ
た
山
村
の
環
境
を
活
か
し
な
が

ら
都
市
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た

住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

町
内
就
労
の
場
を
拡
大
す
る
た
め

高
速
交
通
網
の
流
通
面
の
有
利
性

を
活
用
し
、
川
口
南
工
業
導
入
団

地
に
企
業
を
導
入
す
る
。

ま
た
、
教
育
、
医
療
等
の
施
設

一
Ｊ

地
域
間
交
流
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
整
備
、
充
実
す
る
。

更
に
、
こ
こ
に
暮
ら
す
若
者
た

ち
は
、
衛
星
集
落
に
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
（
実
家
）
を
持
ち
、
そ
こ
に

暮
ら
す
親
た
ち
と
と
も
に
余
暇
を

利
用
し
て
生
活
の
ゆ
と
り
の
部
分

と
し
て
「
ゆ
と
り
農
業
」
「
ゆ
と
り

林
業
」
を
楽
し
む
。
以
上
に
よ

り
、
「
職
員
住
旨
遊
」
機
能
の
充
実

し
た
集
落
と
し
て
整
備
、
山
村
の

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
の
中
で
若

者
が
「
ゆ
と
り
生
活
」
を
満
喫
で

き
る
空
間
と
す
る
。

次
回
号
に
お
い
て
は
、
「
準
核
集
落

エ
リ
ア
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。

晒両

J

N

新築された「川口南ふるさと住宅」
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昨
年
に
つ
づ
き
異
常
気
象
か
？

六
月
の
梅
雨
期
に
は
、
こ
れ
と
言

っ
た
雨
も
な
く
、
七
月
は
晴
天
つ

蕊
宝
薬
諒
堂
奉
賛
会
：
。
降
雨
を
祈
願

各
地
区
に
深
刻
な
水
不
足

薬師堂本堂にて祈願

づ
き
。
人
為
の
あ
い
さ
つ
も
、
「
毎

日
暑
い
ね
・
一
雨
ほ
し
い
れ
、
田

や
畑
が
、
ほ
こ
り
だ
し
た
が
困
っ

た
も
ん
ぞ
ね
…
…
。
」

四
国
の
水
が
め
「
早
明
浦
ダ

ム
」
は
、
記
録
的
な
渇
水
で
底
を

つ
き
、
高
松
市
は
一
日
五
時
間
の

給
水
制
限
に
入
り
、
厳
し
い
節
水

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
各
方
面
に
悪

く
影
響
を
来
し
て
い
ま
す
。

早
明
浦
ダ
ム
に
は
、
香
川
県
や

県
外
か
ら
連
日
、
水
を
心
配
し
て

藍
…
舞
…
蓋
…
藍
・
…
篭
…
蓑
…
砦
…
砦
．

戸

砦
…
鋳
…
喪
…
藍
…
麓
…
．
砦
…
砦
…
．
誉
…
悲
…
藍

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
「
七
月

十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
期

間
」
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
十
八
日

の
午
後
、
大
杉
検
問
所
前
で
大
豊

町
交
通
安
全
母
の
会
（
平
石
常
子

会
長
）
会
員
ら
二
十
名
余
り
が
参

加
。
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
肩
に
タ

ス
キ
を
掛
け
、
本
山
警
察
署
員
や

町
交
通
指
導
員
ら
の
協
力
を
得
、

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会
員
が
、
手
作

り
で
つ
く
っ
た
イ
ヌ
の
マ
ス
コ
ッ

ト
（
百
個
）
や
飲
料
水
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
運
転
手
さ
ん
一
人
ひ

多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
る
始
末
。

国
宝
薬
師
堂
奉
賛
会
（
会
長
・

氏
原
瑞
穂
氏
）
で
は
、
こ
う
し
た

異
常
事
態
を
懸
念
し
、
吉
野
川
の

源
流
（
本
川
村
）
か
ら
清
水
を
採

り
、
七
月
十
九
日
午
後
、
国
宝
薬

師
堂
に
奉
賛
会
の
会
員
や
地
元
消

防
団
員
・
関
係
者
ら
多
数
が
集
い

「
雨
乞
い
」
を
行
い
雨
降
の
祈
願
を

し
ま
し
た
。

○
こ
の
祈
願
が
天
に
通
じ
、
水

害
の
出
な
い
程
度
の
雨
を
降
ら
し

て
頂
き
た
い
も
の
で
す
が
…
。

と
り
に
手
渡
し
な
が
ら
、
家
族
の

た
め
に
も
安
全
運
転
で
ネ
…
絶
対

に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
よ
ネ
…
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

青
雲
１
１

I

一

日

厩

町交通安全母の会員らによる交通安全の呼びかけ

Q.運転中、同乗者との話に夢中になってしまうこと

がよくある。

→E・「而司

－6－



六
月
十
九
日
、
農
工
セ
ン
タ
ー

に
て
、
町
体
育
会
理
事
会
及
び
代

議
員
総
会
が
開
か
れ
、
平
成
五
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
平

成
六
年
度
の
事
業
計
画
・
重
点
目

標
な
ど
が
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎
大
豊
町
体
育
会
の
重
点
目
標

高
知
県
は
、
昭
和
五
十
二
年
、

ス
ポ
ー
ツ
県
を
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
大
豊
町
も
県
と
一

体
と
な
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
を
呼
び
か
け
て
参
り
ま
し
た
。

余
暇
時
間
の
増
大
、
運
動
不
足

町
体
育
会
代
議
員
会
決
定

が
も
た
ら
す
健
康
問
題
、
体
力
の

低
下
な
ど
が
直
接
要
因
と
な
っ
て

ス
ボ
ー
ッ
ヘ
の
関
心
、
参
加
が
高

ま
り
、
町
民
も
高
齢
者
を
中
心
に

ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
、
人
口
が
拡

大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
半
面
、
過
疎
化
に
伴
う
若

年
層
の
減
少
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
壮
年
及

び
実
年
層
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

町
民
総
ス
ポ
ー
ツ
、
十
七
年
の

歩
み
を
反
省
し
な
が
ら
、
年
代
区

分
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
み
「
だ
れ
で
も
．
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
」
み
ん
な
が
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
、
開
発

し
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
町
民
の

健
康
と
体
力
づ
く
り
に
寄
与
す
る

た
め
に
、
次
の
目
標
を
定
め
ま
す
。

一
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成

一
、
体
育
会
員
の
拡
大

一
、
自
主
財
源
の
充
実

一
、
指
導
者
の
育
成

以
上
の
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 ：r~、

」

慰溌

大
豊
町
体
育
会
の
役
員

会
長
渡
辺
充
泰
（
杉
）

副
会
長
佐
野
兆
史
（
落
合
）

同
秋
山
公
生
（
東
土
居
）

同
佐
藤
徳
治
（
馬
瀬
）

監
事
楠
瀬
正
（
高
須
）

同
入
野
圭
一
（
杉
）

理
事
長
山
下
晃
芳
（
相
撲
部
）

副
間
嶋
利
幸
（
柔
道
部
）

理
事
三
谷
賀
彦
（
ソ
フ
ト
部
）

同
上
村
聡
（
剣
道
部
）

同
小
松
義
弘
（
ク
レ
ー
部
）

同
門
脇
義
一
（
バ
ド
部
）

同
山
崎
功
（
バ
レ
ー
部
）

同
小
松
俊
雄
（
ゲ
ー
ト
部
）

同
下
村
早
苗
（
陸
上
部
）

以
上
が
、
町
体
育
会
の
役
員
及

び
各
部
の
部
長
さ
ん
で
す
。

今
、
五
百
人
あ
ま
り
が
、
町
体

育
会
に
加
入
し
、
何
ら
か
の
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
も
町
体
育
会
に
加
入
し

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
も
か
け
、
安

心
し
て
、
何
か
一
つ
で
も
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
体
育
会
費
（
年
間
）
七
百
円
で

す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に

よ
り
、
保
険
金
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

窓
７
２
１
０
４
５
０

町
体
育
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

（
部
長
・
三
谷
賀
彦
）
で
は
、
恒
例

の
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
を
開
幕
。

そ
の
開
会
式
が
、
七
月
五
日
午

後
七
時
よ
り
農
村
広
場
に
て
行
わ

思
い
ま
す
。

◎
平
成
十
四
年
に
は
、
国
民
体
育

大
会
が
、
高
知
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
嶺
北
地
域

で
も
、
何
か
一
種
目
で
も
誘
致
し

た
い
も
の
で
す
。

詣匹＝

一

れ
、
十
月
中
旬
ま
で

の
リ
ー
グ
戦
が
始
ま

り
ま
し
た
。

本
年
は
、
十
四
チ

ー
ム
参
加
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
愛
好
者
の
高

齢
化
な
ど
で
、
年
々

参
加
チ
ー
ム
が
減
少

し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
（
第
十
五
回
大

会
は
、
二
十
四
チ
ー

ム
が
参
加
）

こ
う
し
た
中
で
も

職
場
チ
ー
ム
や
若
者

を
中
心
に
、
男
・
女

混
成
チ
ー
ム
が
登
録

す
る
な
ど
、
あ
ま
り

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ

ら
な
い
楽
し
む
ス
ポ

ー
ツ
に
変
り
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
か
と

■
餌

Ｔ
Ｉ
川
’
一

I｡‘

|,

。〃

一≦；
‐,幽

撫

I

鐙

賦
髄
孤
肌

砂 兄

、

塁
世

V

【：
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東
豊
永
少
年
剣
道
部
員
（
会

長
・
三
谷
常
敏
氏
）
の
活
躍
に
つ

い
て
は
館
報
二
八
○
号
で
も
紹
介

し
ま
し
た
が
、
日
頃
の
地
道
な
剣

道
部
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
第
三

十
三
回
交
通
安
全
高
知
県
民
大
会

の
席
上
「
優
良
団
体
」
と
し
て
、
県

交
通
安
全
協
会
長
・
県
警
察
本
部

長
感
謝
状
及
び
本
山
防
犯
協
会
長

表
彰
を
合
わ
せ
受
賞
し
ま
し
た
。

「
代
表
・
三
谷
常
敏
氏
の
話
、
東

豊
永
剣
道
部
発
足
以
来
、
そ
の
運

営
と
活
動
等
が
、
地
域
の
皆
様
方

に
大
変
な
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜

り
、
部
員
一
同
心
か
ら
感
謝
を
し

書
《
ぬ
〆
蛇
誤
恥
開
伺
脚
仔
．
別
〆
ｈ
移
管
別
〆
・
測
候
》
別
〆
ｒ
塊
蒔
副
好
艶
律
．
別
鐸
生
誤
蛤
努
一
説
伊
》
発
解
粘
〆
唯
秒
免
拝
辿
羅
ご
発
〆
里
訟
．
毘
豚
噛
操
郡
生
隊
．
雪
免
〆
駈
拝
叫
靴
声
玲
冴
由
諜
一
四
沸
酔
岨
祁
》
，
馳
再
“
馳
呼
Ｌ
認
．
監
沸
処
委

一
第
別
回
嶺
北
相
撲
選
手
権
大
会

》
大
豊
体
育
会
小
学
生
チ
ー
ム
優
勝

》
七
月
十
日
、
土
佐
町
相
川
小
相
が
参
加
し
、
団
体
戦
で
み
ご
と
優

一
撲
場
に
、
嶺
北
五
カ
町
村
か
ら
豆
勝
。
ま
た
、
個
人
戦
で
は
（
四
年

》
力
士
（
九
十
名
）
が
集
い
討
嶺
北
相
生
の
部
）
吉
川
朋
宏
君
が
優
勝
の

》
撲
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

》
大
豊
体
育
会
小
学
生
チ
ー
ム
土
俵
で
は
、
一
喜
一
憂
。
負
け

》
杉
本
憲
昭
（
大
杉
小
三
年
生
）
た
く
や
し
さ
に
涙
を
ポ
ロ
リ
、
勝

一
吉
川
朋
宏
（
同
四
年
生
）
っ
た
嬉
し
さ
に
両
手
を
上
げ
喜
ぶ

》
杉
本
学
信
（
同
五
年
生
）
選
手
。
土
俵
下
で
は
、
お
父
さ
ん

》
池
添
祥
太
（
同
五
年
生
）
や
お
母
さ
ん
も
、
子
供
以
上
に
熱

》
小
笠
原
純
（
同
五
年
生
）
の
入
っ
た
応
援
。
勝
負
の
世
界
は

垂
大
石
祐
紀
（
久
寿
軒
小
六
年
）
無
情
、
審
判
の
先
生
方
も
汗
だ
く

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
機

に
子
供
た
ち
も
、
剣
道
部
の
活
動

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
交
通
安
全
啓

発
等
点
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
る
も
の

と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

大
豊
清
流
館
・

東
京
大
会
に
出
場

去
る
五
月
に
県
立
武
道
館
に

て
、
高
知
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

が
行
わ
れ
、
大
豊
中
学
校
剣
道
部

優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

戸

を
中
心
と
し
た
「
大
豊
清
流
館
」

チ
ー
ム
が
団
体
の
部
で
、
み
ご
と

う
り
ｊ
う
り
り
う
＃
＃
＃
団
，
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
，
＃
畠
，
伽
弘
＃
＃
き
＃
悌
洋
詳
幣
拠
凱
易
弘

の
判
定
で
し
た
。
撲
上
に
て
「
土
長
地
区
わ
ん
ぱ
く

ま
た
、
七
月
三
日
、
本
山
小
相
相
撲
大
会
」
が
行
わ
れ
、
南
国
市

初
優
勝
。
同
時
に
八
月
十
日
・
十

一
日
に
東
京
の
日
本
武
道
館
で
行

わ
れ
る
「
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大

会
」
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

◎
高
知
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会

団
体
決
勝
戦

大
豊
清
流
館
三
対
○
明
徳
義
塾

森
尾
守
引
き
分
け
高
橋

平
石
健
太
郎
メ
メ
ー
猪
飼

三
谷
優
介
メ
メ
ー
松
井

栄
枝
将
史
メ
コ
ー
水
野

桑
名
誠
引
き
分
け
岡
山

◎
名
門
明
徳
義
塾
中
を
破
り
、
初

優
勝
「
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大

会
」
の
出
場
権
を
得
た
大
豊
清
流

館
の
健
闘
を
た
た
え
る
と
共
に
、

戸

相
撲
大
会
」
が
行
わ
れ
、
南
国
市

や
嶺
北
か
ら
二
十
四
チ
ー
ム
・
百

名
余
り
が
参
加
。
団
体
・
個
人
戦

に
熱
の
入
っ
た
取
り
組
み
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
豊
か
ら
は
、
同
チ
ー
ム
が
出

場
し
健
闘
し
ま
し
た
が
、
団
体
戦

で
は
惜
し
く
も
敗
退
。

個
人
戦
「
四
年
生
以
下
の
部
」

で
吉
川
朋
宏
君
が
第
三
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

東
京
で
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い

本
町
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
た
め
、
各
学
校
の

体
育
館
や
町
の
施
設
を
開
放

し
て
い
ま
す
。

体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
を
仕

様
す
る
場
合
は
、
必
ず
使
用

願
い
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
使
用
後
は
、
必
ず
後

か
た
ず
け
（
清
掃
）
を
心
が
け

て
下
さ
い
。
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今
、
町
内
で
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
大
人
気
で
各
地
区
の
体

育
館
は
夜
遅
く
ま
で
熱
心
な
プ
レ

ー
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
日
の
七
月
十
日
は
簡

保
保
険
加
入
者
協
会
主
催
に
よ
る

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行

わ
れ
、
三
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
一
九

八
八
年
か
ら
、
よ
り
多
く
の
人
々

が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
素
晴
ら
し
さ

に
触
れ
る
と
と
も
に
生
涯
を
通
じ

て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
考
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
特
徴
①
、
ボ
ー
ル
が
軟
ら

か
く
て
普
通
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ

り
少
し
大
き
め
で
あ
り
、
安
全
で

だ
れ
で
も
容
易
に
で
き
る
。
②
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
を
利
用
し

て
で
き
る
．
③
、
男
女
別
、
年
齢

体
力
、
経
験
、
技
術
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
、
初
歩
的
ゲ
ー
ム
か
ら
高
度

な
ゲ
ー
ム
ま
で
多
様
な
楽
し
み
方

が
で
き
る
。
④
、
ゲ
ー
ム
中
す
べ

て
の
競
技
者
が
等
し
く
プ
レ
ー
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
用
意
さ
れ
て
い

蕊
織
噸
脅
螺
儲

る
。

⑤
、
ひ
と
チ
ー
ム
四
人
で
あ
る
。

等
か
ら
県
下
的
に
も
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
人
口
が
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。そ

う
い
う
こ
と
で
、
教
育
委
員

会
（
生
涯
学
習
課
）
で
も
五
月
十

七
日
か
ら
六
月
二
十
四
日
に
か
け

て
講
師
の
永
井
先
生
に
お
願
い
し

て
各
地
区
を
回
り
、
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
も
時
間
を
忘
れ
楽
し
そ

う
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

教
室
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

人
、
グ
ル
ー
プ
や
各
種
団
体
で
こ

れ
か
ら
ぜ
ひ
は
じ
め
て
み
よ
う
と

思
っ
て
る
方
は
生
涯
学
習
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

戸、

』

永井勇先生の指導

患~鰐＝÷膿＝÷.＝割~験＝識.＝.‘~接＝号＝.‘÷＝錨~.＝÷歩＝割~曇＝認~鰐＝ｲー膿＝…=…=.’÷==若＝特＝篭~歩＝剥~齢==11

差別のない住みよい町づくり
:ド7月LO日～20日まで｢部落差別をなくする運動｣強調旬間でした。
1本町では､基本的人権を守り､差別のない社会.住みよい町づくりを広く呼びかけていますI
:：平成2年度より､町民一人ひとりが伺和闇題を『正しく理解山､一日も早く､あらゆる差別flをなくするかを､お互いの勉強.討議の場として講座を開催しています。 1：
1本年度は､町内の各方面から35名が申込み､6日間の講座を受講しています。
:：

◎同和教育推進講座開催日程

:ド
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:ド
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:ド
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１
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蝿
Ｉ
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ｌ
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卵
ｌ
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Ｉ
１
Ｉ
ｉ

《
“

|・剛噛剛早期剛洲政順務伽眠的淵で脱す#自分たちの生活の社会のなかで同和間題を正しく理解し､早期解決のため町民の皆様方のご麗解と1
1今三雲童雲噛巽…=……－－=一等_昔一一=一一…=.=…』
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開催日

第1講座6月27日

第2講座7月11日

第3講座7月28日

第4講座8月17日

第5講座9月22日

第6諦座10月5日

講座内容

部落は、いつ、だれが、何のために

つくったか。

部落差別は、明治以後なぜ残され

たのか。

部落差別の実態が、現在どのよう

に残っているか。

同和問題解決のため､運動､行政教

育がどのように行われているか。

同和問題は。私たちの生活と、ど

のようなかかわり合いがあるか。

自分自身が、同和問題解決のため

どのように実践、行動、生活して

いくべきか。

教材

映画

触れ書き一摸

スライド

明日に掛ける

映画

雨の指文字

ビデオ

人権の主張

映画

きらめきの波涛

反省とまとめ



梶
ケ
森
は
、
昆
虫
の
豊
富
な
と

こ
ろ
で
千
種
類
以
上
の
昆
虫
が
い

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
県

内
で
も
こ
こ
だ
け
で
し
か
発
見
さ

れ
て
い
な
い
オ
オ
ク
ボ
カ
ミ
キ

リ
、
ギ
ン
イ
チ
モ
ジ
セ
セ
リ
、
ク

ロ
ッ
バ
メ
シ
ジ
ミ
等
、
大
豊
町
民

に
と
っ
て
も
昆
虫
の
宝
庫
と
し
て

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財

産
の
一
つ
で
す
。

梶
ケ
森
が
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら

し
い
山
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し

て
も
ら
い
、
こ
の
貴
重
な
大
豊
の

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
七

梶
ケ
森
で
昆
虫
識
査

月
九
日
（
土
）
県
教
育
セ
ン
タ
ー

の
中
山
先
生
を
迎
え
、
町
内
小
学

生
に
よ
る
梶
ケ
森
の
昆
虫
調
査
が

行
わ
れ
た
。

午
前
中
は
、
山
荘
で
昆
虫
に
つ

い
て
の
話
や
採
集
の
仕
方
、
標
本

の
仕
方
等
に
つ
い
て
聞
い
た
後
、

午
後
は
山
頂
ま
で
昆
虫
の
採
集
を

行
っ
た
。
特
に
山
頂
で
は
蝶
や
ト

ン
ボ
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
は
夢

中
に
な
っ
て
蝶
や
ト
ン
ボ
を
追
い

掛
け
て
い
ま
し
た
。

一
時
間
半
の
間
に
数
種
類
の
蝶

や
ト
ン
ボ
と
甲
虫
類
を
採
集
す
る

中山先生から昆虫の生態や
昆虫についてのお話を聞く

hIil

一
■

ユ

一
二

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
昆
虫
は
標
本
に
し
、
教
育

委
員
会
に
お
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
こ
の
調
査
に
参
加
し
て
く
れ

た
小
学
生
は
、
梶
ケ
森
昆
虫
調
査

隊
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
梶
ケ

森
や
町
内
の
昆
虫
を
採
集
し
、
町

内
の
昆
虫
標
本
を
つ
く
る
た
め
に

協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
地
域
を
活
か
し
た
事
業

の
中
で
、
大
豊
町
を
見
直
し
、
た

く
ま
し
く
心
豊
か
な
大
豊
の
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

句

ノ

理 ゴ ー

ま
た
、
納
め
忘
れ
の
期
間
が
長

く
な
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
資
格
自
体
が
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
保
険
料
は
毎
月
必
ず
納

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

国
民
年
金
の
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ｌ
ご
確
認
下
さ
い
ｌ

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
い
と
思
っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

さ
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
お
か
ず
役
場
住
民
課
年
金
係
に
ご

り
ま
せ
ん
か
。
老
後
に
受
け
と
る
相
談
し
て
下
さ
い
。

「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
額
は
、
納
め
◎
国
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
将
来

忘
れ
の
期
間
が
あ
る
と
、
そ
の
割
に
大
変
重
要
で
す
。

合
に
応
じ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
お
互
い
に
保
険
料
の
納
め
忘
れ

ま
た
、
納
め
忘
れ
の
期
間
が
長
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

が
困
難
な
場
合
は
、
納
め
ら
れ
な

マ
・
・
４
寸
・
●
４
寸
１
４
ウ
●
．
△
▽
．
●
４
？
・
・
４
▽
・
・
４
？
・
・
４
勺
●
・
ム
マ
・
・
４
▼
．
・
４
，
。
●
４
寸
・
，
４
ウ
・
・
△
ウ
・
・
△

必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
Ａ
叩

戸

綱
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「
習
う
は
一
生
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
人
間
は
一
生
が
学
習

の
連
続
で
す
。
学
習
は
学
生
だ
け
の

特
権
で
は
な
い
の
で
す
。

社
会
に
出
て
働
く
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
の
職
業
に
あ
っ
た
専
門
的
な
知
識

や
新
し
い
技
術
の
修
得
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
し
か
し
、
社
会
人
の
多
く

は
学
ぶ
た
め
の
時
間
や
場
所
に
制
約

が
あ
り
、
学
ぶ
意
欲
が
な
く
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
優
秀
な
人

材
を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
に
と
っ

て
も
、
ま
た
、
国
全
体
に
と
っ
て
も

【
社
会
人
特
別
選
抜
入
試
｝

一
般
の
入
試
の
よ
う
な
科
目
別
の
試
験

と
は
違
い
、
小
論
文
や
面
接
な
ど
、
勉
学

意
欲
を
問
う
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い

ま
す
。

【
科
目
等
履
修
生
制
度
】

自
分
が
学
び
た
い
科
目
の
授
業
だ
け
を

選
び
、
単
位
が
修
得
で
き
る
制
度
で
す
。

【
夜
間
大
学
院
・
夜
間
部
］

職
業
上
、
通
常
の
学
生
と
同
じ
時
間
帯

訓

Ｆ
１
Ⅲ
ｈ
Ｕ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
の
推
進

生
涯
を
通
し
て
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
教
育
シ
ス
テ
ム

大
き
な
損
失
で
す
。

そ
こ
で
、
文
部
省
が
推
進
し
、
多

く
の
大
学
で
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ

る
の
が
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
」
で
す
。

こ
れ
は
職
業
人
を
対
象
に
、
大
学
や

大
学
院
と
い
っ
た
高
等
教
育
機
関
の

門
を
広
げ
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が

最
新
で
高
度
の
知
識
・
技
術
を
生
涯

に
わ
た
り
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
で
す
。
大
学
と

い
う
環
境
に
社
会
人
を
迎
え
る
こ
と

で
、
大
学
側
と
社
会
人
が
お
互
い
に

刺
激
し
合
い
、
知
識
や
技
術
の
リ
ブ

社会人を

受け入れるための制度
戸可

』
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た

め
に
、
夜
間
の
授
業
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
昼
夜
開
講
制
】

自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間
帯
で
授
業
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
昼
間
も
夜
間
も
授

業
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
制
度
】

社
会
人
が
大
学
院
で
学
び
や
す
く
す
る

た
め
、
修
業
年
限
の
弾
力
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
大
学
や
大
学
院
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
が
、
社
会
人
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
き
ま
ざ
ま
な
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
「
社
会
へ
出
た

ら
大
学
へ
は
い
け
な
ど
と
思
わ
ず
《

ど
ん
ど
ん
大
学
の
扉
を
た
た
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先

文
部
省
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課

○
三
’
三
五
八
一
’
四
二
一
一

（
内
線
二
九
九
二
）

|お知らせ’

恩給欠格者・引揚者の皆様へ請求はお済みですか 一
Ｊ

総理府の認可法人・平和祈念事業特別基金

では、いわゆる恩給欠格者（旧軍人として外

地勤務の経験があり、加算年を含めた在職年

が3年以上で年金たる恩給などを受けてい鞭

い方）に、内閣総理大臣名の書状と銀杯を贈

呈しています。

また、引揚者（終戦で外地から引き揚げて

きた方のうち、昭和42年法律第114号による

特別交付金を受けた方）に、内閣総理大臣名

の書状を贈呈しています。まだ未請求の方は、

下記まで請求をしてください。

なお、請求書類は都道府県・市区町村の窓

口にも置いてあります。

■請求・問い合わせ先■

平和祈念事業特別基金

〒112束京都文京区大塚5－3－13

業務1課（恩給欠格者関係）

303-3945-4704

業務2課（引揚者関係）

壷03-3945-4707
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--1行方不明者等捜索強極洞昌行,方不明者等捜索強 全
国
の
警
察
と
連
絡
を
取
り
合
に
行
方
不
明
者
を
捜
索

親
や
子
ど
も
、
兄
弟
姉
妹
が
家
出
や
行
方
不
明

で
居
場
所
が
分
か
ら
な
い
：
…
・
家
族
の
心
の
痛
み

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
、
一
年
を
通
し
て
、
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
人
の
所
在
確
認
や
死
亡
し
て
身
元
が

分
か
ら
な
い
ま
ま
の
人
の
身
元
確
認
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年
八
～
九
月

は
「
行
方
不
明
者
等
捜
索
強
化
期
間
」
と
し
て
、

全
国
規
模
で
捜
索
を
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
方
か

ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
最
新
の
情
報
を
も
と
に
、

そ
の
場
で
全
国
の
警
察
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
追

跡
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相

談
所
」
を
設
け
、
行
方
が
分
か
ら
な
く
な

っ
た
人
の
家
族
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

平
成
五
年
度
の
行
方
不
明
者
等
捜
索
強

化
期
間
に
受
け
付
け
た
相
談
件
数
は
、
全

国
で
七
千
二
十
三
件
。
そ
の
う
ち
約
二
六
・

五
％
、
千
八
百
六
十
二
件
に
つ
い
て
、
所

在
や
身
元
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、

こ
の
期
間
中
だ
け
で
、
年
間
に
確
認
さ
れ

る
数
の
約
四
○
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

相
談
所
の
開
設
日
時
、
場
所
な
ど
の
詳

し
い
こ
と
は
、
各
都
道
府
県
警
察
本
部
鑑

識
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

’
八
’
九
月
は
「
行
方
不
明
者
等
捜
索
強
化
期
間
」
Ｉ

’
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
人
を
早
く
捜
し
出

す
た
め
に
は
、
家
族
や
知
人
か
ら
の
情
報
提
供
が

最
も
重
要
で
す
。
体
の
特
徴
や
顔
写
真
、
愛
用
し

て
い
た
も
の
な
ど
は
、
身
元
を
確
認
す
る
最
大
の

決
め
手
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
早
い
時
期
に
警
察

に
相
談
を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
見
つ
け
や
す
く
な

り
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
身
内
で
、
行
方
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
人
が
い
た
な
ら
、
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず

に
、
早
め
に
警
察
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
に
つ
い
て
の
内
容
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
重
に

守
ら
れ
ま
す
。

←
I

ゾ

酉
】

行
方

壇
向

.。：。

蕊
識

蕊蕊

L
凸勺ゥ

§

里■ずp■~gご」

｢重雲豪蕊蚕蕊蕊董剛套鍔憲一
画亙冒~西

い
ま
で
も
、
夏
の
暑
い
盛
り
や

夕
暮
れ
時
に
は
、
家
の
前
の
道
や

庭
な
ど
に
打
ち
水
を
さ
れ
る
方
は

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
こ
う
す

る
と
、
ほ
こ
り
が
舞
わ
な
く
な
り

ま
す
し
、
地
面
の
温
度
が
冷
や
さ

れ
て
、
涼
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

料
亭
な
ど
で
は
、
庭
の
飛
び
石

と
う
ろ
う

や
灯
龍
に
水
を
か
け
、
さ
わ
や
か

れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

水
打
ち
て
露
こ
し
ら
え

門
辺
か
な

打
ち
水
の
こ
ろ
が
る
玉
を

見
て
通
る
飯
田
蛇
坊

打
ち
水
は
、
も
と
も
と
街

路
や
路
地
の
ほ
こ
り
が
舞
い

立
つ
の
を
し
ず
め
る
た
め
の

も
の
で
す
。
「
水
を
ま
く
」
と

も
い
い
ま
す
が
、
バ
ケ
ツ
と

ひ
し
ゃ
く
を
使
っ
て
勢
い
よ

く
ま
く
た
め
に
、
「
水
を
打
（

く
ま
く
た
め
に
、
「
水
を
打
つ
」
と

い
う
表
現
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

夏
の
夕
暮
れ
ど
き
、
庭
木
な
ど

に
ま
い
た
水
が
、
露
に
な
っ
て
木

の
葉
の
上
を
こ
ろ
が
り
落
ち
る
様

は
さ
わ
や
か
で
、
昼
の
暑
さ
を
忘

１
１
１

一

露
こ
し
ら
え
る太

祇

「
水
の
週
間
」
で
す
。
一
人
一
人
が

水
の
大
切
さ
を
考
え
、
エ
夫
し
て

利
用
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

さ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
茶

道
で
は
、
水
を
打
っ
て
お
客
様
を

迎
え
る
作
法
が
あ
り
ま
す
。

都
会
の
道
路
や
公
園
な
ど
で
は
、

散
水
車
が
ゆ
っ
く
り
と
走
る
風
景

が
見
ら
れ
ま
す
。
散
水
車
が
登
場

す
る
前
は
、
木
の
車
に
水
槽
を
乗

せ
、
散
水
す
る
人
が
開
閉
機
を
使

っ
て
後
部
か
ら
水
を
出
し
て
散
水

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
最
近
は
ほ

と
ん
ど
の
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
い

る
の
で
、
散
水
車
を
あ
ま
り

見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
夏
は
水
不
足

に
な
り
や
す
い
時
期
ｌ
打

ち
水
ど
こ
ろ
か
、
生
活
用
水

に
も
こ
と
欠
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
八
月
一
日
は
「
水
の

日
」
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
が

リ
串一一一一一一一毎＝＝－■－－－－－－－－－－－－－卓一一一草一一四一一画一＝一一一-一一一一一一再一一一三一一一一一一二一一一一一一幸_一一一_罪一寺一一-一一一
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☆
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☆
．
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．
☆
．
．
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☆
．
：
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☆
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☆
・
・
・
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☆
：
●
．
☆
・
●
．
．
￥
．
．
．
．
￥
。
．
●
．
￥
・
・
・
．
￥
・
●
●
．
￥
・
・
・
．
￥
堆

辞
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
》

鉾
◎
平
成
６
年
５
月
１
日
’
６
月
知
日
ま
で
の
受
付
（
６
名
）
抄

抄
出
生
児
生
年
月
日
性
父
母
部
落
廿

捗
松
浦
紗
希
５
月
陥
日
女
淳
緑
黒
石
卦

鈴
畠
山
剛
５
月
Ⅳ
日
男
嘉
明
八
千
代
川
口
南
勢

鋒
柴
田
雅
士
５
月
賜
日
男
幸
人
悦
子
大
王
下
捗

伊
植
村
朋
加
５
月
筋
日
女
和
敏
百
利
小
川
卦

捧
西
村
映
美
６
月
Ⅱ
日
女
光
浩
千
世
八
畝
捗

捗
小
笠
原
夢
菜
６
月
Ｍ
日
女
徳
吉
由
美
岩
原
鐸

勢
一
九
告
丸
レ
ト
富
［
て
や
の
《
の
非
定
か
つ
ラ
丁
や

領
．
．
☆
・
…
☆
…
．
☆
・
・
・
．
☆
…
☆
・
…
☆
・
・
・
．
☆
…
☆
．
．
．
．
☆
・
・
．
．
☆
Ｉ
☆
…
☆
…
．
☆
…
．
☆
・
…
☆
・
…
☆
・
…
☆
・
率

や
辛
辛
令
令
半
半
辛
辛
令
令
半
半
半
半
十
十
令
令
辛
辛
半
半
＋
辛
辛
辛
辛
半
半
辛
十

ご存じですか／「長寿手帳」

てお渡

説明が

また各

長寿手帳は、毎年65歳となった高齢者にその長寿を願ってお渡

ししています。

手帳には心配ごと相談など各種福祉サービス利用方法の説明が

あり、手帳をお持ちの方は、県立（市町）施設において、また各

機関の御協力により、次のような利用をしていただくことができ

ます。

l、郷土文化会館の入場料免除(ただし､県主催の行事に限る｡）

2、高知県立美術館の常設展覧料免除

3，牧野植物園の入場料免除

4，歴史民族資料館の入場料免除

5，足摺海洋館の入場料免除

6、高知城懐徳館の入場料免除

7，県民体育館ブール使用料免除

8、高知県立坂本龍馬記念館入場料免除

9，足摺海中展望塔の入場料減額

10，高知市立自由民権記念館の常設展観覧

11，土佐清水市立竜串貝類展示館観覧料免

12、佐川町立青山文庫の入場料免除

13、旧立川番所書院（大豊町）の入場料免

”

の常設展観覧料免除

示館観覧料免除

行
方
不
明
の
人
を

探
す
相
談
所
開
設

皆
さ
ん
の
家
族
や
親
類
に
家
出

を
し
た
き
り
出
稼
ぎ
に
で
た
ま
ま

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

警
察
で
は
、
捜
索
願
い
の
で
て

い
る
家
出
人
に
つ
き
ま
し
て
は
調

査
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
心
配

の
毎
日
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
御
家

族
、
親
戚
の
皆
様
か
ら
、
気
軽
に

ご
相
談
を
受
け
る
た
め
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

13、旧立川番所書院（大豊町）の入場料免除

14、毎月15日の「高知県敬老の日」には小人料金での電車利用

（9月15日の敬老の日は無料）

15、映画館（県興業環境衛生同業組合＝常設映画館はほとんど

が加入している）の小人料金での入場

16、甫喜ケ峰森林公園への自家用車の乗り入れ許可

手帳は、新たに65歳になられた方に、大豊町役場住民課福祉班

で、お渡ししております。

民課福祉旺＃

よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

一
、
日
時
八
月
一
日
（
月
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

二
、
場
所
本
山
警
察
署
二

階
、
会
議
室

電
話
七
六
’
二
四
三
○

三
、
そ
の
他
高
知
市
内
に
お
い

て
は
、
八
月
四
日
（
木
）
か
ら
八

日
（
月
）
ま
で
の
五
日
間

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

◎
平
成
６
年
５
月
１
日
～
６
月
別
日
ま
で
の
受
付
（
岨
名
）

氏
名
死
亡
月
日
性
年
齢
部
落

西
山
良
正
５
月
１
日
男
巧
歳
穴
内
一

三
田
匠
三
５
月
１
日
男
哩
歳
本
村

豊
永
源
義
５
月
Ｍ
日
男
柘
歳
大
豊
園

四
国
富
美
子
５
月
Ｍ
日
女
沼
歳
川
口
南

高
嶋
田
登
５
月
朗
日
男
万
歳
本
村

桑
名
幸
重
５
月
訪
日
男
的
歳
西
寺
内

西
岡
隣
子
５
月
羽
日
女
朋
歳
穴
内
二

崎
田
正
欝
５
月
別
日
男
刃
歳
谷

三
谷
信
女
５
月
例
日
女
網
歳
大
平

都
築
芳
則
６
月
１
日
男
弱
歳
南
大
王

内
田
豊
志
６
月
７
日
男
妬
歳
葛
原

豊
永
正
頼
６
月
７
日
男
刃
歳
岩
原

岡
崎
徳
太
郎
６
月
８
日
男
闘
歳
岩
原

前
田
政
治
６
月
Ⅳ
日
男
稲
歳
三
津
子
野

小
松
一
６
月
岨
日
男
稲
歳
八
川

片
岡
俊
仁
６
月
羽
日
男
和
歳
川
口
南

豊
永
英
光
６
月
羽
日
男
別
歳
落
合

上
村
嘉
秀
６
月
羽
日
男
釦
歳
怒
田

岡
村
登
６
月
弱
日
男
師
歳
馬
瀬

､

高
知
大
丸
五
階
へ
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

※
相
談
所
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
、

派
出
所
、
駐
在
所
へ
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

高
知
県
本
山
警
察
署

高
知
県
警
察
本
部
鑑
識
課
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平成 6年度

自衛官募 集 案 内
（特別職国家公務員）

一

詳しいことは大豊町役場又は下記へお問い合わせ下さい。

高知募集案内所高知市駅前町2番1号TEL(0888)23-2006

一一一一‐一一一二一一 ｰ一 I■■L’一今全舎-余-全一一一今金旦垂ニニ会長侯呂律－，へ-ユユー今－1多要委･異筆一一-一一冬－－一一へ.一一一・一一－一一今
F1

角一一一一一一一一一一一二

！
；
！
ｉ
ｉ
ｉ
蝋

０
１
－
１
ＩJR豊永駅に特急列車臨時停車(8月12日～16日の4日 間）
１
１
ＩJRの好意により、8月12日～10日までの4日間､お盆などで帰省するお客さんの便宜をはかって

ひご利用ください。 ｜’

しまんと1号･･17時06分南風9号

南風4号・・16時12分南風12号

る方々にお知らせ下さい。 :;
ト，

豊永駅に下記の特急列車が停車しますのでぜ

記g酬室窯鶏
○大豊町に帰省される方々にお知らせ下さい。

d壱一＝＝＝一寺一一一寺マーーマ･ママ･ママーマ
一一一一一一一』一一互

燃
え
る
ご
み
は
、
町
指
定
の
勤
縫
雌
蕊
飛
鎌

峻
一
挑
鍵
恥
停
船
制
鵬
馴
蹴
倣
椛
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
収
集

で
十
字
に
束
ね
て
出
し
て
下
し
ま
せ
ん
。

さ
い
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て
幻
職
歴
鋤
Ⅷ
水
分
を
よ
く
切

ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

曾
１
令
靭
ｊ
ｎ
ｚ
期
，
一
国
箭
而
，

態
峰
？
、
刺
認
士
三
、
巽
呼
ヤ
ー
土
巽

料
岬
６
凹
、
期
蝿
茎
２
鉢
》
７
ユ
⑦
笠

刀
圭
海
踊
く
噸
、
一
群
》
雌
８
列
王

那
目
ユ
圭
斜
。
８
王
垂
呼
平
呼
叫
鵠

単
の
塁
剛
噛
三
、
鵠
一
沖
９
．
く

翫
燕
鱈
痢
麺
蝿
室
泳
一
塞
雨
銅
職

吋
１
巽
考
尋
、
藩
二
一
ｊ
ｇ
Ｌ
⑦

零
判
官
署
雌
凹
調
騨
唾
ｑ
⑦
子
忽

半
、
・
半
卑
王
、
、
》
呼
刺
ユ
ヰ

。
ｆ
ｇ
・
黙
、
凹
凹
》
動
、
ユ
坪

漣
士
ｆ
１
８
韮
王
》
旬
日
三
峰

予
目
－
１
刷
、
、
“
・
凸
目
圭

錨
⑦
回
り
等
Ｅ
＃
》
、
＋
、

⑦
漉
等
一
零
一
一
》
満
年
日

喋
蕃
迩
彰
ユ
溌
邸
》
Ｉ
士
Ｚ

出
題
十
段
武
宮
正
樹

園
・
蝿
鴨
一
節
拝
蕊
。

３
分
で
２
級
、
１
分
以
内
で
有
段

者
。

″
ご
み
の
出
し
か
た
″
【
注
意
】

戸

有
段
を
目
指
し
て

lIlllIlIII

6543 21

出
題
九
段
北
村
昌
男

霊
・
叱
筆
軸
：
ま
ず
捨
て
駒
か
ら
始
ま

Ⅲ
分
で
２
級
、
５
分
で
二
段
。

持
駒
角

一
二
三
四
五
六
七
八蕊 九

壁』ｰ－－，－－.一一一一一“一一一一一一‘＝一一一一

－14－

種 別

2等陸･海･空士

曹候補士（男子･女子）

一般曹候補学生（男子･女子）

航空学生（男子･女子）

一般幹部候補生（男子･女子）

防衛大学校学生
(推薦）

(男子･女子）

防衛医科大学校学生（男子･女子）

看護学生（女子）

自衛隊生徒（男子）

(男子）

(女子）

資格

18歳～27歳未満

7年3月高卒見込

18歳～27歳未満

高卒(見込）

高卒(見込)27歳未満

高卒(見込)21歳未満

高卒(見込)21歳未満

22歳以上26歳未満

高卒(見込)21歳未満

高卒(見込)21歳未満

高卒(見込)22歳未満

中卒(見込)17歳未満

受付

常時

8.1～9．14

8.1～9．9

8.1～9．9

5.9～6．17

9.5～9．9

10.3～10.31

10.3～10.27

in.;;～10.31

11.1～7.1.4

試験

指定日

9月中旬以降

9．20

9．18

9．23

6.25～6．26

9.17～9．18

11．12～11．13

11．5～11.6

11．9

7.1.6

蕊護
●

等

角 銀

察

銀

歩

王

金

曇

瀞

●



釜謹厳弓秘今
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平成6年度労働通信教育講座

i企業の従業員研修に、労働組合での教育活動に、また一般の方々 の自己啓！
；発に、ひとりでもできる能力開発に、貴方もチャレンジしてみませんか。｜

；◎開講時期＝10月下旬開講◎講座期間＝約6カ月I

；◎募集締切=平成6年9月19日◎受講料=13,000円！
！◎問い合わせ=高知県商工労働部労政訓練課査0888(23)9763

＊

！

た
ま
に
毎

《
ぬ
い
ザ
ー
ル
で

蓮
な
た
鼎
訟 ／、ど

ら●●

：う

蓋ﾐ毒〈
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魚蕊塞
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8月は「道路をまもる月間」です
道路は正しく使いましょう

道路はみんなの空間です。道路に商品・立看板．自動販売機などを置

いて通行する人たちに迷惑をかけないようにしましょう。

次のような時は、道路管理者への手続きが必要です
1，道路の上空に看板、日除けを設置する場合

2，車両の出入口などをつくるため道路に手を加える場合

3，一定の制限基準値(幅2.5m，総重量20トン、高さ3.8m、
長さ12m等）を超える車両が道路を通行する場合

く道路に関してのお問い合わせは、下記の機関までどうぞ＞

※国道建設省南国市岡豊町八幡7921-1

南国国道維持出張所窓0888-62-1451
※県道高知県本山町本山964-6

本山土木事務所窓76-2105

※町道大豊町大豊町高須231

大豊町役場建設課窓72-0450
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一

基本コース 専門(労働法)コース 専門(労務管理)コース

労 働 組合 労働契約 雇用管理

労使関係の経 済 学 労使間の交渉 賃金・退職金・年金

労働政策と労 働 法 労使紛争の処理 人間関係・集団個人
ヒューマン・リリース
マネジメン卜 労災補償 能力開発と自己啓発

社 会 保障 賃金、労働時間 ゆとりと働きがい
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鯵今後とも可愛がって下さいね鯵

』

戸

タ ー

つよし

畠山剛くん
まさし

柴田雅士くん
さき

松浦紗希rでん

二画

、

一

~

2割
』

垂

、

ゆな

小笠原夢菜でｬ.ん
ともか

植村朋加可でん
鬼み

西村映美rでん

､国保の資格がなくなった場合は必ず届け出を〃

＜こんなときは提出をして下さい＞

☆就職して健康保険へ加入したとき

☆家族の健康保険の被扶養家族として加入したとき

☆生活保護の受給者となったとき

☆転出・死亡 凧
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？
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以上のような場合は資格がなくなり、被保険者証は使用できなくな

りますので、当然届け出以降の国保税は課税されません。

また､医療機関に受診されている方で､他の健康保険へ加入された場

合は、ご注意をお願いします。

要注意・無資格で受診されたために、町が医療機関に支払った相当

一

句
会

作
品
抄

額を返納していただく事例が、たびたび発生しています

☆新しい健康保険証が出来たら、

すぐに医療機関へお見せ下さい。

☆役場への届け出もお忘れなく。

☆届け出に必要なもの

国保被保険者証。新しい健康保険証

印鑑を持参下さい。

☆届け出先
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じ

徳
弘
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子

役場本庁住民課保険班・天坪支所・西豊永支所・東豊永支所

なお、詳しくは、役場本庁住民課保険班S72-0450にお尋ね下さい。
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